
務の二  

○平成18年僅から、以下の取組を実施。  
ア 双方の保険料を滞納している事業所に係る納付督励  
について、社会保険の肺員が実施  
イ 双方の調査対象事業所に係る共同調査について、労  

働保険の職員が実施  
り 徴収事務センターで受け付ける労働保険の届出書の  
範囲の拡大  
工 事某所説明会開催時期の統一（3月又は4月に統一が）  

○’捏働医院1越年廣更廼上進宴埋陛空襲量畢哩   
昼型主星～J遇嘩重畳ニヒ 

○労働保険との徴収事務の一元化  

一川－   



r業精改革プログラム」に基づく取組  「緊急対応プログラム」に基づく業績改革の取組  

予算積算と決算との車離の是正【乾湿ユ  

○執行結果を予算要求に反映。  

事業コストの管理・分析  

○事業単位コードを各業務のコスト管理に活用し、   

実績とコストの相関関係について分析。  

○社会保険事務所における事業コストの管理  

社会保険新組織にふさわしい特別会計の構築【新規】  

○畢生埋選歩別会計及び国民年金捜墨I！会誌艶  

○船具保険捜別会計1；フし†ヱ」墜象捏瞼柏里部分等   

を全国健康保険塩生封こ移管した上で、労働保険   

特別会計に統合。  

宣計及び予算執行における効率性二透明性¢埋理  

工艶現】  

○年金睾務翼エリ狸艶陰担塞豊里仕組卑を恒久世。  
○埋要な施設皇＿互旦壬土壁旦亘る⊥邑嬰規定申廃   

止及び保険料財源により実施する事業の範囲の  

金福祉施設等に保険料財源を投入しない  ○叶  

○年金福祉施設等の整理合理化  

活用した予算・決筆些濃艶堤些  ○インタ   

拠軋及び企画競争の原則化  

旦調達委員会の設置  

9頭重コスト削減目標の設定  

Q会計の内部監査吸塵堪  

馳受J馳  

明確化。  

社会保険オンラインシネテヰの刷新  

○サーバを中心とした柔軟性のあるシステム構成   

への刷新、コンピュータセンター（3カ所）の機   

能統合などによりシステム運用経費を削減。  

○原則、一般競争入札による調達、ハードウエア・   
ソフトウエアの分離調達などにより費用構造の   

透明性を確保。  

○ システム部門の組梯強化、システム調達に関する   

専門知識の共有、業務研修の充実により管理運営   

機能を強化。  

○バックアップセンターの設置や個人情報保護対   

策などに与h安全性・信頼性を確保0   

○社会保険オンラインシステムの最適化計画の策定  



r業務改革プログラム」に基づく取組  r緊急対応プログラムJに基づく業務改革の取組  

○職員毎のカード番号の固定化  

○本人識別パスワードの導入  

○氏名索引照会処理へのアクセス制限  

個人情報保護の徹底   
遥  

○串良きん事業機構における生全塵A！蔓墾些型   ≡再 威  

貝二提墜長里す旦現量の整備。  
讃  
笥  

○墨塾生塗垂号の法定地史   

○被保険者記録へのアクセス内容の監視  

○社会保険庁電子計算機処理データ保護管理規程の見直し  

○個人情報に関する業務の委託先の選定、業務監督等の厳格化  

○開示請求窓口設置等の体制整備  

－′12－   



r業績改革プログラム」に基づく取組  r緊急対応プログラム」に基づく業務改革の取組  

A婁評価システムの導入【新規】  

○現行制度を十分に活用し、民間企業的な能力主   

義■実績主義に立った新たな人事評価システムを導   

入。  

社会保険事務屋麒プリの実施  

○主要な事業の取組状況について、「社会保険事務   

局・事務所グランプリ」を実施。  

○各事務局、事務所ごとの事業実績の公表による競争の促進  

通信研修の導入【新規】  

○年金相談などの業務に携わる職員を中心として、通   

信研修を段階的に実施。   

○家庭の事情等により、大学校における集合研修へ   

の参加が不可能なものへの通信研修を実施。   

¢粗静改整墜星艶星空剋豊  

臣艶員行動規範の策定及び徹底  

○本庁と地方庁の人事交流の拡大  

○地方職員の本庁ポストヘの登用  

○職員研修の体系盈廷地ラムの抜本的な見直し  

－1ニト   



r業務改革プログラムjに基づく取組  「緊急対応プログラムj に基づく取組   

－Jl1－   




